
9:00 発表

１．事務所体制 【最新の体制】

支部（河川）　： 10月12日 非常体制〔河川〕

支部（道路）　： 10月26日 注意体制〔道路〕

２．被災復旧状況 11月6日 9時00分 現在

３．権限代行（福島県管理河川）緊急復旧状況

・福島県より権限代行の要請を受けた福島県管理河川の堤防決壊箇所等について、

緊急復旧工事を鋭意進めております。（別紙１）

４．現地情報連絡員（リエゾン）※１の派遣状況

派遣先 派遣人数

川俣町 １人

５．災害対策用機械稼働状況 11月6日 現在

Ku-SAT
３台

うち稼働中３台
(権限代行緊急復旧)福島市,伊達市,桑折町

簡易カメラ
３台

うち稼働中３台
（権限代行緊急復旧）郡山市、本宮市

伏黒
出張所

排水ポンプ車 ２台

照明車
２台

うち稼働２台（夜間）
（権限代行緊急復旧）伊達市、桑折町

郡山
出張所

排水ポンプ車
２４台

うち稼働中２台
須賀川市

照明車
７台

うち稼働４台（夜間）
須賀川市
（権限代行緊急復旧）矢吹町、鏡石町

対策本部車
２台

うち稼働中２台
須賀川市
（権限代行緊急復旧）玉川村

Ku-SAT
１台

うち稼働中１台
（権限代行緊急復旧）鏡石町

Ｉ－ＲＡＳ
２組

うち稼働中２組
（権限代行緊急復旧）矢吹町、鏡石町

待機支援車
１台

うち稼働中１台
（権限代行緊急復旧）玉川村

衛星通信車 ２台

施工業者

リエゾン出発（10月23日15:20）　現地着(16:00)

※１　リエゾンとは、災害対策現地情報連絡員のことをいい、リエゾンは大規模な災害が発生したときに「支援の窓口」として職員を派遣するもので
す。 より的確かつ迅速な災害対応支援を実施するためには、積極的な情報の収集及び提供が重要と考え東北地方整備局から各自治体災害対策本
部に対して「現地情報連絡員」を派遣する制度を平成１９年１２月に創設されたものです。

9時00分

管轄 施設名称 配備状況 備考

11月6日 9時00分　現在

備　　考

　なお、令和元年１１月７日１３時３０分より、ハーネル仙台（仙台市青葉区本町２－１２－７）において、堤
防の決壊に対して、被災原因を特定し、原因に対応した堤防復旧工法の検討を行うための、第２回阿武隈
川上流堤防調査委員会が開催されますので、お知らせします（※詳細は、別紙２をご参照下さい。）

緊急情報／防災情報

国土交通省　東北地方整備局　福島河川国道事務所

令和元年１１月６日

台風第１９号に伴う防災情報 （第６２報）

須賀川市浜尾地先
（阿武隈川左岸９８.６ｋ）
【堤防決壊Ｌ＝５０ｍ、樋門１箇所
被災（浜尾第二樋門】

・１４日１５時より緊急復旧工事を施工中。
・遮水シート張り作業を実施中。
　（進捗率　９９％　）

・三立土建（株）
郡山支店 （郡山市）
・（株）鴻池組
東北支店 （仙台市）

　福島河川国道事務所では、台風第１９号に伴う降雨の影響により、災害対策支部（非常体制）を設
置し管内の警戒にあたっております。
　引き続き、今後の防災情報にご注意下さい。

16時30分

7時40分

被災箇所【被災内容】 作業状況



６．今後の見通し

・今後、新たな情報が入り次第お知らせします。今後の気象情報・道路情報にご注意下さい。

http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/
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内線（４３１）【 道 路 関 係 】 道 路 管 理 課 長

【 河 川 関 係 】 調 査 第 一 課 長

【 道 路 関 係 】 副 所 長

国土交通省　東北地方整備局　福島河川国道事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０２４－５４６－４３３１　（代）

【 広 報 担 当 官 】 副 所 長

【 河 川 関 係 】 副 所 長

《事務所管内の情報は、右記のURLからご覧下さい》

＜　発表記者会　：　福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ　＞

お問い合わせ先



別紙１

⑮石川郡玉川村小高地先
阿武隈川左右岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土施工中。

⑯西白河郡矢吹町明新東地先
阿武隈川左岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土施工中。

⑬西白河郡矢吹町陣ヶ岡地先
阿武隈川左岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土及び連結ブロック施工のための工事用道路
造成中。

⑭西白河郡矢吹町中沖地先
阿武隈川左右岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土施工中。

⑪岩瀬郡鏡石町河原地先
阿武隈川左岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土及び連結ブロック施工のための準備を実施。

⑫岩瀬郡鏡石町諏訪町地先
阿武隈川左岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土及び連結ブロック施工のための工事用道路
造成中。

⑨岩瀬郡鏡石町河原地先
鈴川右岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土施工中。

⑩岩瀬郡鏡石町河原地先
鈴川右岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土施工中

⑦郡山市下行合地先
谷田川右岸
【堤防決壊】

・盛土による堤防原型復旧及びシート張り完了。
・連結ブロック設置施工中。

⑧郡山市上行合地先
谷田川左岸
【堤防決壊】

・盛土による堤防原型復旧完了。
・連結ブロック設置施工中。

⑤本宮市本宮地先
安達太良川左岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土及び連結ブロック施工のための工事用道路
造成中。

⑥郡山市日和田地先
藤田川左岸
【堤防決壊】

・盛土による堤防原型復旧及びシート張り完了。
・連結ブロック施工のための遮水シート設置作業
中。

③伊達郡桑折町伊達崎地先
佐久間川右岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土施工中。

④福島市郷野目地先
濁川左岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土施工中。

備考

①伊達市梁川町二野袋地先
滝川右岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土及び連結ブロック設置施工中。

②伊達郡桑折町伊達崎地先
佐久間川左岸
【堤防決壊】

・大型土のう等による応急復旧済み。
・盛土及び連結ブロック設置施工中。

被災箇所【被災内容】 作業状況



令 和 元 年 １ １ 月 ５ 日 

国土交通省 東北地方整備局 

福 島 河 川 国 道 事 務 所 

記 者 発 表 資 料 

第２回 阿武隈川上流堤防調査委員会を開催します 

～堤防決壊の原因究明に向けて～ 

 国土交通省東北地方整備局では、令和元年台風第１９号による大雨の影響により、阿武隈川上

流（福島県須賀川市浜尾）で発生した堤防の決壊に対して、被災原因を特定し、原因に対応した

堤防復旧工法の検討を行うため、下記の通り、第２回阿武隈川上流堤防調査委員会を開催します

ので、お知らせいたします。 

記 

１．開催日時 

 日 時：令和元年１１月７日（木）１３：３０～１５：３０ 

２．開催場所 

場 所：ハーネル仙台２階 松島Ｂ（別添-１） 

（仙台市青葉区本町２-１２-７） 

３．公開等 

・委員会は、公開いたします。 

・カメラ撮りは、公開後の冒頭部分のみ可能です。 

・会議での配付資料等は、東北地方整備局ホームページに掲載します。 

・委員会終了後に別途取材対応の時間を設けます。（委員会終了時刻は予定時刻と前後する

可能性がありますのでご了承下さい。） 

・ただし、今後予定されている検討業務や工事の発注における技術提案等に影響を及ぼす恐

れがある内容が含まれる場合等は、非公開とさせていただく場合があります。 

※その他、取材に関する詳細は、別添-２をご覧下さい。 

＜発表記者会＞ 

宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会、 

福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ、郡山市記者クラブ、須賀川市記者クラブ 

問合せ先 

国土交通省 東北地方整備局 

TEL 022-225-2171（代表） 

河川部 河川調査官 長田
ながた

 仁
ひとし

  （内線 3513） 

別紙２

82780552
長方形



(参考)

阿武隈川上流堤防調査委員会 委員名簿

氏 名 所属・役職

風間 基樹 東北大学工学研究科 地盤工学研究室 教授

川越 清樹 福島大学大学院 共生システム理工学研究科 教授

佐々木 哲也 国立研究開発法人 土木研究所

地質・地盤研究グループ 土質・震動チーム 上席研究員

髙橋 迪夫 日本大学 名誉教授

田中 仁 東北大学大学院工学研究科・工学部

土木工学専攻 教授

長林 久夫 日本大学 名誉教授

服部 敦 国土交通省 国土技術政策総合研究所

河川研究部 水防災システム研究官

敬称略、50音順



ハーネル仙台

ハーネル仙台２階 松島Ｂ
（仙台市青葉区本町２‐１２‐７）

・ＪＲ仙台駅から車で5分
・地下鉄広瀬通駅から徒歩4分

会 場

アクセス

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の電子地形図
（タイル）を複製したものである。
【承認番号令１東複、第24号】

第2回 阿武隈川上流堤防調査委員会 会場案内別添１



別添-２ 

 

   

阿武隈川上流堤防調査委員会の開催について 

（報道関係者の皆様へ） 
 

標記委員会について下記の通り開催しますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 開催日時 令和元年１１月７日（木）１３：３０～１５：３０ 

 

２． 開催場所 ハーネル仙台２階 松島Ｂ（仙台市青葉区本町２-１２-７） 

 

３． 公開等 

 委員会は、公開いたします。 

 カメラ撮りは、公開後の冒頭部分のみ可能です。 

 会議での配付資料等は、東北地方整備局ホームページに掲載します。 

 委員会終了後に別途取材対応の時間を設けます。（委員会終了時刻は予定時刻と前後する可能性があり

ますのでご了承下さい。） 

 ただし、今後予定されている検討業務や工事の発注における技術提案等に影響を及ぼす恐れがある内容

が含まれる場合等は、非公開とさせていただく場合があります。 

 

４． 報道関係者の受付 

 受付日時 令和元年１１月７日（木）１３：００～１５：２０まで 

 受付場所 ハーネル仙台２階 松島Ｂ 

 事前の登録は不要です。 

 当日、受付にて必要事項を記入の後、係員の指示により会場へ入場をお願いします。 

 会場には、報道関係者用のスペースを設ける予定です。（スペースが限られているため、机や椅子が不

足する事態もあり得ますが、ご了承下さい。） 

 

５． 取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、以下の注意事項をご確認いただき、その遵守へのご協力をお願いします。 

 当日、建物は他の団体も使用していますので、他団体の迷惑にならないようご協力をお願いします。 

 報道関係者傍聴席での座席取りは、ご遠慮下さい。また、一つの社で多数の席を占有することのないよ

うご協力をお願いします。 

 事務局の指定した場所以外での撮影、取材は、ご遠慮下さい。 

 傍聴席でのＰＣ等の使用は、議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。 

 取材に必要となる電源は、各社（各自）にてご用意下さい。 

 携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切り下さい。 

 会場では、着席のうえ、静粛に傍聴して下さい。 

 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。 

 事故防止の観点から、取材に当たっては節度ある行動をお願いします。 

 手荷物・貴重品等の管理は各自にてお願いします。 

 委員会の円滑な進行のため、係員の誘導に指示に従って下さい。      
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